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Ⅸ１２公立1M:岡ｿIij院紀要研究論文一党

露 特集機関リポジトリと病院図書館

下顕エナメルト憲鋤ご詞して4鰹手続を箆荷しにⅧ｛

公立害岡病院の「機関リポジトリＩ

内海盛敏

に蓄積された研究論文・業績、ＣＰＣなど、臨床

研究などに関係する内容や、各種実績を掲載し

ている。

研究論文は、２００７年で第１８号を数える「公

立豊岡病院紀要BulletinofToyookaHospital」

で、すべての論文の一覧（図２）と、第８号

(1996年）以降の抄録が（図３）利用できる。で

きれば論文全文を公開したいところだが、デー

タが紙ベースでしかなく、全文を手入力するの

が業務的に担当者の手に余り、抄録にとどまっ

ている。「公立豊岡病院紀要」は１９８９年より開

始。当時の病院長より、病院として研究業績雑

誌を刊行し、論文発表の場をつくり、病院の業

績を記録として残そうとの機運が高まり、発刊

することとなった。

医師並びに医療関係者は日常診療の多忙さに

埋没し研究することを怠りがちだが、地域の基

幹病院であるからこそ、多くの症例に恵まれて

Ｉ．はじめに

公立豊岡病院は1871年（明治４年）に開設、

１４０年の歴史がある。兵庫県北部、京都府北西

部の地域の基幹病院として重要な役割を果たし

てきた。2005年に新築移転をし、蛾新鋭の医療

機器と設備を'保有する。現在、約１００名の医師

を有し、ドクターヘリ、妓新の遮子カルテを導

入、但馬地域の人々の健康と生命を守っている。

Ⅱ、リポジトリの概要

公立豊岡病院のＨＰには、公式ＨＰ以外に、公

立豊岡病院医療関係者向けウェブサイトsideB

(http://www､hospitaLtoyookahyogo､jp/sideB/）

があり、そこに「リポジトリ」を設けている

(図l)。

ここでは、当院から発表された、または当院
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いると言える。常に症例検討や臨床研究を怠る

ことなく学習に精励し、その成果をＨ常の診療

に還元することが大切である。当院の医療レベ

ルを高め、地域住民の期待に答えるという紀要

への期待は、さらにリポジトリにより広く社会

へ発信されることで、深まっていくに違いない。

臨床や研究に関係する助成制度（図書・学術

研究費助成制度、学会専門医等資格取得・更新

費用助成制度）についてもここで紹介している。

図書・学術研究費助成制度は2004年より開始。

新医師臨床研修医制度の開始に伴い、より研究

に力を必要があると感じ、当時の病院長が発案

した制度である。職種を問わず、全職員を対象

に独自のテーマを公募し（図４)、図書学術委員

会にて審査をかけ、選考されたテーマに対し、

研究費用を助成する制度である。毎年、５件前

後の応募が寄せられる。２０１１年度も実施が決定

している。

平成22年度応募テーマ
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Ⅲリポジトリ導入の経緯および管理

ホームページでのリポジトリ公開開始は２００７

年（平成１９年）であり、まだ歴史は浅い。当時

教育研修部研究支援室長補佐であった千場康行

氏（現公立朝来梁瀬医療センター事務長心得）

が、医師確保対策担当付課長補佐を兼任してお

り、医師確保の一方策として始めた。初期臨床

研修医を募集するに際して、若い人は必ずホー

ムページを見るとの碓儒からである。紀要の公

開は、病院の医療に対する姿勢を医師にアピー

ルできるし、そこで児られる症例が他の施設の

医師に盗することもある。できるだけ多くの人

に見てもらえるよう、ＨＴＭＬ化し、Googleなど

の検索エンジンに引っかかりやすくなるよう配

慮した。図書・学術研究数助成制度がリポジト

リにあるのも上記の理由からである。

千場氏はリポジトリに約２年かかわったが、

雄初の１年でほぼ完成させ、残りの１年をコン

テンツの追加や兄直しに愛やした。またこれら

のことを通常業務の合間を見て行わなければな

らなかったが、雛形さえできてしまえば、後は

流し込むだけであり、また妓近のホームページ

作成ソフトなどはよくできているので、他施設

の方がやってみるのは決して難しいことではな

い。現在当院では、管理課研修支援係の職貝が

担当しており、新たな動きがあった時に、ホー

ムページ上に登録・管理している。リポジトリ

に限らず、ホームページの管理はスピード感が

必要なので、できれば担当者を専任化するのが

望ましいかもしれない。

限られた予算の範囲内ではあるが、職員の医

療技術、知識向上のため、研究に力を注ぐ傾向

にある。対外的なアピールだけでなく、職員の

モチベーションの維持・向上にもつながるため、

今後も研究に対するサポートに力を入れていき

たい。

Ⅵ．おわりに

医療技術はI］々進歩しているが、広く一般の

方々のI~lにつく状態とは言い難い。リポジトリ
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の公開により、医療関係者のみならず、より多

くの人々に興味を持っていただき、社会に貢献

できれば幸いである。

この原稿を執筆するに当たり、ご協力いただ

きました現公立朝来梁瀬医療センター事務長心

得の干場康行氏に心よりお礼申し上げます。

－１０－


	名称未設定

